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桜桜とと森森
も りも り

林林に囲まれ、癒やしのひとときに囲まれ、癒やしのひととき
「「桜桜

お うお う

花花
かか

のの郷郷
さ とさ と

 ラ・フォーレ庄原 ラ・フォーレ庄原」」

市は、庄原市交流宿泊施設（現「かんぽの郷庄原」）の取得後市は、庄原市交流宿泊施設（現「かんぽの郷庄原」）の取得後
の愛称を、応募いただいた 308 件の中から「桜花の郷 ラ・フの愛称を、応募いただいた 308 件の中から「桜花の郷 ラ・フ
ォーレ庄原」に決定し、11 月 10 日、市長定例記者会見で発表ォーレ庄原」に決定し、11 月 10 日、市長定例記者会見で発表
しました。（関連記事：９ページ）しました。（関連記事：９ページ）付近には「さくら名所 100 選」の上野公園付近には「さくら名所 100 選」の上野公園



まちづくりを進める市民活動登録団体
をご紹介します！

一般社団法人
庄原青年会議所

　市は市内で活動している市民活動団体
の登録制度をつくり広く公開しています。
　市民活動の充実、まちづくりの連携や
協働を進めるため情報をお届けします。

活 動
内 容

地域の未来のための活動

市民活動団体登録をしませんか？
市は随時、登録を希望する市民活動団体を募集しています。
詳しくは、自治定住課自治振興係（☎ 0824-73-1209）まで。
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父母より：
いつも笑顔をありがと
う！楽しい毎日を過ご
してね。

河こ
う
の野　

心み
さ
き咲

ち
ゃ
ん
（
上
原
町
）

Ｈ
30
年
12
月
17
日
生
ま
れ

ご
ショット
な みま

３歳までのお子さんの写真を募集
しています。写真（データも可）
に、名前（ふりがな）・生年月日・
性別・連絡先・お子さんへのメッ
セージを添えて、行政管理課また
は各支所総務室まで申し込んでく
だ さ い。郵送、メール（koho@city. 
shobara.lg.jp）でも受け付けます。

お子さんの写真を
載せてみませんか？

父母より：「いただきます」

が上手な充來くん。とて

もおいしそうにご飯を食

べてくれてうれしいな。

平ひ
ら
た田　

充み
つ
き來

く
ん
（
板
橋
町
）

Ｒ
２
年
６
月
17
日
生
ま
れ

　
●和道流空手道庄原スポーツ少年団

ご
ショッ

トな みま

がんばれ！

　和道流空手道庄原スポーツ少年団は、現在小・中学生28 人と指
導者８人で活動しています。全国大会にも毎年出場しており、心・
技・体や礼節を重んじ、元気な体づくりと健全な育成を目指してい
ます。
　練習は、火・木曜日の18 時30 分〜21 時に、庄原市総合体育館２
階武道場で行っています。
　空手は、東京オリンピックの正式種目にもなり、卒団した生徒の
中には、日本代表の選手もいます。空手道に興味のある人は、ぜひ
一度見学に来てください。

　

10
・
11
月
号
で
、
比
和
自
然
科
学
博
物
館

に
関
わ
っ
て
い
る
人
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

今
月
は
、
自
然
い
っ
ぱ
い
の
庄
原
市
で
の
び

の
び
と
子
育
て
を
し
、
比
和
自
然
科
学
博
物

館
公
開
講
座
の
大
フ
ァ
ン
で
も
あ
る
山
﨑
さ

ん
に
、
比
和
自
然
科
学
博
物
館
の
魅
力
に
つ

い
て
聞
き
ま
し
た
。

昆
虫
採
集
教
室

　

比
和
自
然
科
学
博
物
館
が
開
催
す
る
公
開

講
座
に
、
毎
年
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
と
し

の
夏
は
、昆
虫
採
集
教
室
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
ト
ン
ボ
の
標
本
を
作
る
に

は
エ
ノ
コ
ロ
グ
サ
の
穂
を
芯
に
す
る
の
が
一

番
良
い
と
か
、
ヨ
コ
ヅ
ナ
サ
シ
ガ
メ
が
西
城

町
で
初
め
て
確
認
さ
れ
た
と
か
、
オ
サ
ム
シ

の
標
本
が
景
品
の
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
が
あ
る

と
か
、
と
て
も
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
内
容
で
、
興

味
深
か
っ
た
で
す
。

問
い
合
わ
せ

自
治
定
住
課
定
住
推
進
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
５
７

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、人
と
人
と
の
つ
な
が
り
や
暮
ら

し
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
、シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

ま
ち
を
知
り
、地
元
の
新
た
な
魅
力
を
発
見
す
る
こ
と

で
、人
を
、ま
ち
を
、も
っ
と
好
き
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

庄原市立比和自然科学博物館
公開講座のリピーター

山
やまさき

﨑　さつきさん（中央）・
周
しゅう

さん（左）・達
いたる

さん（右）
　

教
室
で
標
本
作
り
の
楽
し
さ
に
目
覚
め
た

長
男
は「
オ
ニ
ヤ
ン
マ
の
標
本
を
作
り
た
い
」

と
言
っ
て
、
夏
の
間
中
ト
ン
ボ
を
追
い
か
け

て
い
ま
し
た
。

化
石
発
掘
体
験

　

化
石
発
掘
体
験
も
大
人
気
の
講
座
で
す
。

　

１
６
０
０
万
年
前
、
庄
原
市
は
海
の
底
に

あ
り
、
現
在
で
は
あ
ち
こ
ち
で
当
時
の
地
層

が
露
出
し
て
い
ま
す
。
巨
大
ザ
メ
「
カ
ル
カ

ロ
ド
ン
・
メ
ガ
ロ
ド
ン
」
の
歯
が
道
路
工
事

の
残
土
か
ら
発
見
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
そ
う

で
す
。

　

体
験
講
座
で
発
掘
の
方
法
や
化
石
の
種
類

を
教
え
て
も
ら
っ
た
の
で
、
後
日
近
所
で
探

し
て
み
た
と
こ
ろ
、
ビ
カ
リ
ア
と
い
う
巻
き

貝
の
化
石
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　

公
開
講
座
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
庄
原
の

魅
力
を
再
発
見
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

に
も
庄
原
の
こ
と
や
自
然
の
こ
と
を
た
く
さ

ん
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　庄原青年会議所は、地域の未来のためにさまざまな事業を行
い、社会課題に向き合い、まちづくりに向けた取り組みを実施していま
す。
　10 月 30 日には、庄原市ふれあいセンターで「人の和～みんなの居場
所～」を開催しました。e スポーツの大会、たこ焼き・焼き芋の販売、
ひきこもりに関する講演会などを実施し、多くの人に参加していただき
ました。
　新規会員大募集中です！私たちと一緒にまちづくりを行いましょう！

【問い合わせ】事務局（庄原商工会議所内）☎ 0824-72-2121　
【ホームページ】http://shobarajc.sakura.ne.jp/jc/
【Facebook】https://www.facebook.com/shobarajci/
【LINE ＠】https://line.me/R/ti/p/%40dvp1284o
【Instagram】https://www.instagram.com/shobarajc292/
【Twitter】https://twitter.com/jc27522174

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
投
稿
募
集
中

「
＃
庄
原
が
好
き
」

で
投
稿
！

ホームページ

市 民 の ペ ー ジ
このコーナーでは、
農業のちょっとしたこつを、
市の営農指導員から
お知らせします。
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問
い
合
わ
せ

農
業
振
興
課
農
業
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
３
１

１　
来
年
の
花
卉
栽
培
の
計
画
樹
立

　

本
年
の
花
卉
栽
培
を
終
え
た
今
の
時

期
に
、
来
年
に
向
け
て
の
栽
培
計
画
を

立
て
ま
し
ょ
う
。

　

今
回
は
、

市
内
の
直
売

所
へ
の
出
荷

を
前
提
と
し

た
、
栽
培
計

画
樹
立
の
ポ

イ
ン
ト
を
紹

介
し
ま
す
。

２　
花
の
種
類
を
考
え
る
前
に

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
る

①
若
い
人
に
は
か
わ
い
い
洋
花
、
高
齢

の
人
に
は
落
ち
着
い
た
花　

②
家
庭
の
テ
ー
ブ
ル
に
飾
る
に
は
あ
ま

り
大
き
く
な
い
か
わ
い
い
花
、
プ
レ
ゼ

ン
ト
な
ら
一
見
豪
華
に
見
え
る
花
、
墓

や
仏
壇
用
な
ら
短
め
で
か
さ
ば
ら
な
い

昔
な
が
ら
の
種
類
の
花
な
ど
。

３　
花
の
選
択

　

タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
定
ま
っ
た
ら
、
自
分

の
技
術
力
・
資
本
力
・
労
力
に
合
っ
た

花
を
選
択
し
ま
す
。

　

例
え
ば
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
ち
ょ
っ
と

営
農
指
導
員
の

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

営
農
指
導
員　

永な
が
お
く奥　
　

啓
は
じ
め

来
年
の
花か

き卉
栽
培
に
向
け
て
の
作
戦

豪
華
に
飾
る
ユ
リ
類
は
、
球
根
代
や
栽

培
用
の
施
設
が
必
要
で
、
資
金
が
そ
れ

な
り
に
必
要
で
す
。

４　
出
荷
の
時
期

　

墓
や
仏
壇
用
の
花
は
、
年
中
需
要
が

あ
り
ま
す
。
特
に
春
・
秋
の
彼
岸
や
盆
、

正
月
な
ど
に
は
売
り
切
れ
が
続
出
す
る

た
め
、
安
心
し
て
出
荷
で
き
ま
す
。

５　
播
種
日
・
挿
し
芽
繁
殖
の
時
期

　

例
え
ば
、
盆
の
墓
用
の
ア
ス
タ
ー
を

栽
培
す
る
場
合
、
３
月
下
旬
に
ハ
ウ
ス

内
で
播
種
（
種
ま
き
）
で
き
る
よ
う
に
、

種
子
の
注
文
や
播
種
床
の
準
備
を
し
ま

す
。

６　
栽
培
の
準
備

　

作
戦
を
練
り
上
げ
た
ら
、
早
速
栽
培

の
準
備
で
す
。

　

ま
ず
は
土
づ
く
り
か
ら
始
め
ま
し
ょ

う
。
土
づ
く
り
は
、
早
い
う
ち
か
ら
有

機
物
（
ワ
ラ
、
落
ち
葉
、
牛
糞
堆
肥
な

ど
）
を
畑
に
た
く
さ
ん
す
き
込
む
の
が

基
本
で
す
。

　

こ
の
時
に
、
苦く

ど土
石
灰
ま
た
は
石
灰

を
一
緒
に
す
き
込
ん
で
お
き
ま
し
ょ

う
。

　

あ
る
程
度
経
験
を
重
ね
、
技
術
的
に

も
自
信
が
つ
い
た
ら
、
本
格
的
に
花
卉

市
場
へ
の
出
荷
を
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。

▲投稿を
チェック
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広島県児童生徒学習意識等調査の結果

　本年度実施した、全国学力・学習状況調査および広島県児童生徒学習意識等調査の結果は次のとおりです。本年度実施した、全国学力・学習状況調査および広島県児童生徒学習意識等調査の結果は次のとおりです。
　庄原市の児童生徒の学力や学習の状況をお伝えします。　庄原市の児童生徒の学力や学習の状況をお伝えします。

文部科学省が行う全国学力・学習状況調査が５月 27日に実施され、小学６年生と中学３年生が参加しました。

　広島県教育委員会が行う児童生徒学習意識等調査が６月８日～ 18 日に実施され、小学５年生と中学２年生が
参加しました。

小学生は、国語科・算数科ともに全国・県平均を上回っ
ています。中学生は、国語科は全国・県平均を上回ってい
ますが、数学科は下回っています。また、それぞれの教科
に共通した課題として、自分の考えを記述する問題の正答
率が低い傾向にあります。
　今後は、自分の考えを表現する「書く力」や「読解力」
の育成、日常の生活に関連した指導など、各校でさらなる
取り組みの充実を図ります。

※庄原市・広島県の平均正答率は整数値で公表

※令和２年度は調査実施なし。 ※数値は、「よくあてはまる」「ややあてはまる」と肯定的に回答している割合。

〔小学６年生〕　　　　　　　　　　　　  　（％）

教　科 庄原市 広島県 全　国
国　語 70 66 64.7
算　数 72 70 70.2

〔中学３年生〕　　　　　　　　　　　　  　（％）

教　科 庄原市 広島県 全　国
国　語 68 65 64.6
数　学 56 57 57.2

　授業の予習をしている割合（図１）は、県平均を下回っているものの、自分で勉強の計画を立てたり授業の復習を
したりしている割合は、県平均を上回っています。また、家庭学習の時間（図２）は、小・中学生ともに減少傾向にあ
ります。
　テレビやゲームの時間（図３）は、小学５年生は減少しているものの、中学２年生は増加傾向にあります。家庭での
過ごし方について考えたり、メディアとの接し方についてルールをつくったりすることが必要です。
　読書活動（図４）は、いずれの数値も県平均を上回っています。また、「１カ月に３冊以上の本を読む」については
県平均を大きく上回っており、本をたくさん読んでいる児童生徒が多いことが分かります。
　今後も市教育委員会では、児童生徒の望ましい生活習慣の定着と学力の向上に向け、家庭・学校・地域が連携し
た取り組みを進めていきます。

教育指導課指導係　☎0824-73-1184

全国学力・学習状況調査の結果

表１ 各教科の平均正答率

学力調査結果をお知らせします学力調査結果をお知らせします

図１  家庭学習 図２  家庭学習の時間

図４  読書活動図３  テレビやゲームの時間
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市
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を

市
政
に
反
映
さ
せ
る
「
市
民
が
主
役
の
ま

ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
一

環
と
し
て
、
市
が
取
り
組
ん
で
い
る
事
業

に
つ
い
て
内
部
評
価
し
、
そ
の
評
価
に
対

し
て
「
市
民
意
見
の
聴
取
（
※
）」
と
「
庄

原
市
行
政
評
価
委
員
会
」
に
よ
る
外
部
評

価
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
１
次
評
価
と
し
て
所
管
課

が
36
事
業
を
自
己
評
価
し
、
そ
の
う
ち
次

の
８
事
業
に
つ
い
て
外
部
評
価
を
受
け
ま

し
た
。

　

評
価
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

※
「
市
民
意
見
の
聴
取
」

　

プ
ラ
ン
ナ
ー
・
モ
ニ
タ
ー
（
通
称
：
プ
ラ

モ
ニ
）
へ
登
録
し
た
人
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
た
事
業
評
価
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

　

プ
ラ
モ
ニ
の
登
録
に
つ
い
て
は
こ
ち
ら
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

行政管理課行政管理係　☎0824-73-1112

評
価
後
の
取
り
組
み
に
期
待

　

本
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で
タ
イ
ト
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
の
委
員
会
運
営
と
な
り
ま
し

た
が
、
担
当
課
の
丁
寧
な
説
明
と
委
員
の

皆
さ
ん
の
熱
心
な
議
論
で
評
価
結
果
を
ま

と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

各
事
業
と
も
市
民
に
と
っ
て
有
益
な
事

業
ば
か
り
で
す
。

　

今
回
の
評
価
が
、
来
年
度
以
降
の
よ
り

良
い
取
り
組
み
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

①事業名　②担当課評価　③外部評価

庄原市行政評価委員会
委員長　石

い し か わ

川　芳
よ し ひ で

秀さん

①
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
設
置
補
助
金

②
拡
充

③
拡
充

防
犯
を
目
的
と
し
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
具
を

設
置
す
る
住
民
自
治
組
織
を
対
象
に
し
た

補
助
事
業

外
部
評
価
要
旨　

新
規
設
置
だ
け
で
な
く

既
存
設
備
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
も
補
助
対
象
と
さ

れ
た
い
。

①
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業

②
現
行
ど
お
り

③
拡
充

子
ど
も
の
預
か
り
を
希
望
す
る
子
育
て
家

庭
を
賛
同
会
員
が
支
援
す
る
事
業

外
部
評
価
要
旨　

必
要
な
制
度
で
あ
り
、

誰
も
が
よ
り
利
用
し
や
す
い
制
度
と
な
る

よ
う
継
続
的
改
善
を
図
ら
れ
た
い
。

①
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
補
助
金

②
終
了

③
現
行
ど
お
り

林
業
活
動
と
地
域
経
済
の
活
性
化
の
両
方

を
目
指
す
事
業
を
行
う
団
体
に
対
す
る
補

助
事
業

外
部
評
価
要
旨　

制
度
の
周
知
や
各
地
域

の
事
業
主
体
に
適
し
た
手
法
な
ど
を
検
証

し
、
事
業
の
継
続
を
図
ら
れ
た
い
。

①
農
林
道
補
修
補
助
金

②
そ
の
他
の
見
直
し

③
そ
の
他
の
見
直
し

生
活
用
道
路
と
し
て
使
用
し
て
い
る
農
林

道
の
補
修
工
事
に
対
す
る
補
助
事
業

外
部
評
価
要
旨　

生
活
道
整
備
補
助
事
業

に
統
合
の
際
は
、
利
用
状
況
や
条
件
な
ど

を
踏
ま
え
た
配
慮
を
さ
れ
た
い
。

①
自
主
防
災
組
織
活
動
補
助
金

②
現
行
ど
お
り

③
拡
充

自
主
防
災
組
織
の
防
災
活
動
、
資
機
材
整

備
に
対
す
る
補
助
事
業

外
部
評
価
要
旨　

今
後
も
よ
り
重
要
に
な

る
活
動
と
考
え
る
。
主
体
と
な
る
組
織
の

充
実
・
強
化
を
検
討
さ
れ
た
い
。

①
自
治
振
興
区
振
興
交
付
金

　
（
特
別
振
興
交
付
金
）

②
現
行
ど
お
り　

③
そ
の
他
の
見
直
し

自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
業
務
を

受
託
し
た
自
治
振
興
区
の
人
件
費
相
当
額

を
交
付

外
部
評
価
要
旨　

現
行
予
算
の
中
で
よ
り

効
果
的
な
事
業
と
な
る
よ
う
協
議
を
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
。

①
し
ょ
う
ば
ら
縁
結
び
事
業

②
そ
の
他
の
見
直
し　

③
そ
の
他
の
見
直
し

結
婚
を
希
望
す
る
方
に
出
会
い
の
場
を
提

供
し
成
婚
を
後
押
し
す
る
支
援
事
業

外
部
評
価
要
旨　

市
の
サ
ポ
ー
ト
を
継
続

し
、
よ
り
気
軽
に
参
加
で
き
る
手
法
で
幅

広
い
広
報
活
動
を
実
施
さ
れ
た
い
。

①
老
朽
危
険
建
築
物
除
却
促
進
事
業
補
助
金

②
現
行
ど
お
り

③
拡
充

行政評価を行政評価を
実施しました実施しました

老
朽
危
険
建
築
物
の
認
定
を
受
け
た
建
築

物
の
除
却
工
事
に
対
す
る
補
助
事
業

外
部
評
価
要
旨　

老
朽
空
家
の
地
域
に
及

ぼ
す
影
響
と
事
業
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
か
ら

拡
充
を
図
ら
れ
た
い
。
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除雪についての問い合わせ

▶国道・県道の場合
　広島県北部建設事務所　庄原支所土木課　☎0824ｰ72ｰ2015

▶市道の場合
　建設課管理係　　　　☎0824ｰ73ｰ1150　
　西城支所地域振興室　☎0824ｰ82ｰ2181　 東城支所産業建設室　☎08477ｰ2ｰ5141
　口和支所地域振興室　☎0824ｰ87ｰ2113　 高野支所地域振興室　☎0824ｰ86ｰ2113
　比和支所地域振興室　☎0824ｰ85ｰ3003　 総領支所地域振興室　☎0824ｰ88ｰ3065

市は道路上に20センチメートル以上の積雪
が確認され、通行に支障がある場合に除雪作
業を行います。（国・県道は積雪15センチメー
トル以上）

夜間の除雪作業は大変危険なので、原則とし
て５時から17時までの間で行います。

道路の幅員や障害物などの状況によっては、
交通規制などを行う場合があります。

車道・歩道上の除雪作業の障害となるものは事前に撤去するなどの対応をお願いします。また、道路脇に
設置してある電気柵などは除雪作業により破損する恐れがありますので、あらかじめ撤去しておいてく
ださい。

路上駐車がある場合、除雪作業に支障が生じますのでしないでください。

家や駐車場の出入口は特に注意して除雪していますが、除雪機械の構造上、全ての雪を取り除くことはで
きません。限られた時間と人員で市内の道路交通を確保しなければならないため、寄せ雪の除去は大変困
難であり、各家庭で取り除いていただきますようご協力をお願いします。

道路脇の樹木の枝が積雪でたわみ、通行の障害になる場合は、樹木の所有者の責任で撤去するなどの対応
をお願いします。特に危険な場合には、作業者にて伐採することがあります。

屋根の雪やつららが道路へ落ちる恐れがある場合は、屋根に雪止めなどを設置し、事故防止の対策をして
ください。また、屋根などの敷地内の雪を道路に出す行為は道路法および道路交通法などで禁止されてい
ますので、絶対にやめてください。

　12 月に入り、市内各地域で積雪が予想さ　12 月に入り、市内各地域で積雪が予想さ

れます。県と市は、積雪時に道路交通を早期れます。県と市は、積雪時に道路交通を早期

に確保するため除雪に努めています。除雪作に確保するため除雪に努めています。除雪作

業は日常生活に欠かすことのできない道路交業は日常生活に欠かすことのできない道路交

通を確保するための重要な作業であり、迅速通を確保するための重要な作業であり、迅速

かつ効率的に行う必要がありますが、積雪量かつ効率的に行う必要がありますが、積雪量

や障害物などで時間がかかる場合もあり、道や障害物などで時間がかかる場合もあり、道

路の幅や構造によっては、除雪できない道も路の幅や構造によっては、除雪できない道も

あります。あります。

　皆さんのご理解とご協力をお願いします。　皆さんのご理解とご協力をお願いします。

建設課管理係　☎0824ｰ73ｰ1150

にご理解とご協力を除雪作業

市道除雪について市道除雪について

除雪作業を行う上でのお願い除雪作業を行う上でのお願い

納期限
12月28日㈫

12月は、固定資産税３期、国民健康保険税６期、介護保険料７期、
後期高齢者医療保険料６期の納付月です。

●税金は私たちの暮らしを支える大切な財源です。納期限までに納付をお願いします。
●税金を納期限までに納付しなかった場合、延滞金が加算されたり、財産の差押など滞納処分を受ける場合が
　あります。納付でお困りの際は収納課に相談してください。　　　　　　　   収納課収納係☎0824-73-1511

●「口座振替」にしている人は、納期限の前日までに残高確認をお願いします。

償却資産申告をお忘れなく！償却資産申告をお忘れなく！
～固定資産税～～固定資産税～

税務課資産税係　☎0824-73-1144税務課資産税係　☎0824-73-1144

　償却資産（事業用資産）の所有者は、毎年１月１日現在の状況を、１月末日までに資産のある市町村へ申告
しなければなりません。これは、地方税法第 383 条で定められており、正当な理由がなく申告しなかった場合、
過料が科されることがあります。
　申告された内容に基づき、取得価額などから評価額の計算を行い、５月にお届けする固定資産税の納税通知書
で税額をお知らせします。

　固定資産税は、「土地」「家屋」のほか「償却資産」の所有者に課される税金です。「償却資産」とは、事業の
ために所有している構築物、機械、工具・備品などのことをいいます。

申告が必要な人は・・・
　工場や商店の経営者、アパートや駐車場を貸し付けている人、太陽光発電設備を所有している人など、事業を
行っている人が対象です。

　これまでに申告したことがある人には、12 月下旬に償却資産申告書や申告の手引きな
どが届きます。新規に事業を始めた人やすでに事業を行っている人で、申告書が届かない
人は税務課資産税係までご連絡ください。
　なお、市ホームページにも申告書や申告の手引きを掲載しています。
　e

エ ル タ ッ ク ス

LTAX による電子申告も受け付けています。

申告受付期間　１月４日㈫～31日㈪
   申告が必要な人、対象資産とは

償却資産申告は１月末日までに！

   償却資産申告書が届きます

eLTAX市ホームページ

対象資産は・・・
　申告の対象となる資産は、「法人税法または所得税法の規定によ
る所得」を計算する上で、損金または必要な経費に算入する資産で
す。つまり、確定申告、市県民税申告を行うとき、減価償却費の計
算を行う資産のことをいいます。
　個人の場合は、収支内訳書裏面の「減価償却費の計算」欄（右図）
で計算を行う資産です。
※無形資産や自動車税・軽自動車税種別割の対象となる車両など、　
償却資産申告の対象とならないものもあります。

お知らせお知らせ
お済みですか？    ～土地や家屋に関する届け出～
　固定資産税は１月１日が基準日です。土地の利用状況（現況地目）が変わった場合や、家屋の取
り壊し・新築・増築・用途変更を行った場合は、12 月 28 日㈫までに税務課資産税係または各支所
市民生活係に届け出てください。

広報しょうばら／ 2021.12　6 7　2021.12 ／広報しょうばら



「「桜桜
おうおう

花花
かか

のの郷郷
さとさと

　ラ・フォーレ庄原」　ラ・フォーレ庄原」

現「かんぽの郷庄原」の愛称が決定現「かんぽの郷庄原」の愛称が決定

庄
原
消
防
署　

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
９
９
１
１

東
城
消
防
署　

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
４
０
０
５

2021年度　全国統一防火標語　「 おうち時間　家族で点検　火の始末 」

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に　
　
　
　

注
意
し
ま
し
ょ
う
！

　

年
末
年
始
に
か
け
て
人
と
会
う
機
会
が

増
え
る
た
め
、
よ
り
一
層
の
感
染
対
策
が

必
要
で
す
。

　

ま
た
、
冬
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
だ

け
で
な
く
、
風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な

ど
も
流
行
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

感
染
症
の
種
類
は
違
っ
て
も
、
基
本
的

な
対
策
は
同
じ
で
す
。
引
き
続
き
予
防
に

努
め
て
く
だ
さ
い
。

感
染
対
策
の
ポ
イ
ン
ト

▪
外
出
時
の
マ
ス
ク
の
着
用

▪
手
指
消
毒
の
実
施

▪
人
と
人
と
の
間
隔
を
空
け
る

▪
密
に
な
る
場
所
に
行
か
な
い

想
定
外
の
事
故
を
防
ご
う
！

　

例
年
、
お
餅
を
喉
に
詰
ま
ら
せ
て
、
窒

息
状
態
に
な
る
事
故
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
食
べ
や
す
い
大
き
さ
に
し
て
、
ゆ
っ

く
り
と
よ
く
噛
ん
で
食
べ
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
入
浴
時
の
大
き
な
温
度
変
化
に

よ
り
、
脳
卒
中
や
心
臓
発
作
に
な
る
事
故

も
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
浴
室
や
脱

衣
所
を
暖
め
温
度
差
を
少
な
く
す
る
、
飲

酒
後
や
薬
の
服
用
後
は
入
浴
を
控
え
る
、

高
温
あ
る
い
は
長
時
間
の
入
浴
を
避
け
る

な
ど
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

火
災
の
発
生
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
！

　

こ
れ
か
ら
の
時
季
は
空
気
が
乾
燥
し
、

風
が
強
く
な
る
た
め
、
火
災
が
発
生
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
火
の
元
・
火
の
取
り
扱

い
に
十
分
注
意
し
、
火
災
を
未
然
に
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。

　

特
に
、
暖
房
器
具
を
使
う
と
き
は
取
り

扱
い
に
注
意
し
、
外
出
時
や
就
寝
前
に
は

必
ず
火
の
元
を
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

　
灯
油・暖
房
機
器
の　
　
　
　
　
　
　

取
り
扱
い
に
注
意
！

　

ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
燃
料
と
し
て
、
灯
油

を
取
り
扱
う
機
会
が
増
え
て
き
ま
す
。
灯

油
な
ど
の
危
険
物
を
保
管
・
取
り
扱
う
際

は
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
給
油
す
る
際
は
必
ず
火
を
消
す
。

②
燃
料
タ
ン
ク
の
ふ
た
は
確
実
に
締
め
る
。

③
高
温
多
湿
を
避
け
、
日
の
当
た
ら
な
い

　

場
所
に
保
管
す
る
。

④
周
囲
に
火
の
気
が
無
い
こ
と
を
確
認
し

　

取
り
扱
う
。

⑤
暖
房
機
器
を
使
用
す
る
前
に
は
、
点
検
・

　

整
備
す
る
。

～
庄
原
市
高
齢
者
世
帯
雪
下
ろ
し
支
援
制
度
～

　　

市
は
、高
齢
者
が
降
雪
期
に
安
心
し
て

市
は
、高
齢
者
が
降
雪
期
に
安
心
し
て

生
活
で
き
る
よ
う
、高
齢
者
世
帯
を
対
象

生
活
で
き
る
よ
う
、高
齢
者
世
帯
を
対
象

と
し
た
雪
下
ろ
し
支
援
制
度
を
設
け
て
い

と
し
た
雪
下
ろ
し
支
援
制
度
を
設
け
て
い

ま
す
。

ま
す
。

　
対
象
者
は
？

　
対
象
者
は
？

　

市
内
に
住
所
を
有
し
、現
に
居
住
し
て

　

市
内
に
住
所
を
有
し
、現
に
居
住
し
て

い
る
い
る
7575
歳
以
上
の
人
の
み
で
構
成
す
る
市

歳
以
上
の
人
の
み
で
構
成
す
る
市

民
税
非
課
税
の
世
帯
。

民
税
非
課
税
の
世
帯
。

　

ま
た
、

　

ま
た
、7575
歳
以
上
の
人
以
外
に
、次
の
い

歳
以
上
の
人
以
外
に
、次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
の
み
が
同
居
し
て

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
の
み
が
同
居
し
て

い
る
世
帯
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

い
る
世
帯
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
１
級
～
４
級
の
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者

①
１
級
～
４
級
の
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者

②②
AA
～～
BB
の
療
育
手
帳
所
持
者

の
療
育
手
帳
所
持
者

③
１
級
ま
た
は
２
級
の
精
神
障
害
者
保
健

③
１
級
ま
た
は
２
級
の
精
神
障
害
者
保
健

　

福
祉
手
帳
所
持
者

　

福
祉
手
帳
所
持
者

④④
1515
歳
未
満
の
人

歳
未
満
の
人

　
対
象
と
な
る
作
業
は
？

　
対
象
と
な
る
作
業
は
？

①
屋
根
か
ら
の
雪
下
ろ
し

①
屋
根
か
ら
の
雪
下
ろ
し

②
屋
根
か
ら
下
ろ
し
た
雪
の
除
去

②
屋
根
か
ら
下
ろ
し
た
雪
の
除
去

③
屋
根
か
ら
落
ち
た
軒
下
の
雪
の
除
去

③
屋
根
か
ら
落
ち
た
軒
下
の
雪
の
除
去

※
た
だ
し
、現
在
住
ん
で
い
る
住
宅
に
限

※
た
だ
し
、現
在
住
ん
で
い
る
住
宅
に
限

り
ま
す
。

り
ま
す
。

「
雪
下
ろ
し
」を
支
援
し
ま
す

　
支
援
内
容
は
？

　
支
援
内
容
は
？

●
経
費
の
助
成

●
経
費
の
助
成　
対
象
作
業
に
要
し
た
経

　

対
象
作
業
に
要
し
た
経

費
の
３
分
の
１
以
内
の
額
（
千
円
未
満
は

費
の
３
分
の
１
以
内
の
額
（
千
円
未
満
は

切
り
捨
て
）を
助
成
し
ま
す
。同
一
年
度
内

切
り
捨
て
）を
助
成
し
ま
す
。同
一
年
度
内

の
助
成
金
の
上
限
は
３
万
７
千
円
で
す
。

の
助
成
金
の
上
限
は
３
万
７
千
円
で
す
。

●
業
者
の
紹
介

●
業
者
の
紹
介　
対
応
が
可
能
な
業
者
を

　

対
応
が
可
能
な
業
者
を

紹
介
し
ま
す
の
で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ

紹
介
し
ま
す
の
で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

さ
い
。

　
申
請
方
法
は
？

　
申
請
方
法
は
？

　

業
者
な
ど
に
依
頼
し
た
雪
下
ろ
し
作
業

　

業
者
な
ど
に
依
頼
し
た
雪
下
ろ
し
作
業

が
完
了
し
た
後
、交
付
申
請
書
に
実
施
状
況

が
完
了
し
た
後
、交
付
申
請
書
に
実
施
状
況

報
告
書
と
領
収
書
の
写
し
を
添
え
て
申
請

報
告
書
と
領
収
書
の
写
し
を
添
え
て
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
窓
口
・問
い
合
わ
せ

申
請
窓
口
・問
い
合
わ
せ

高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係　

高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係　

☎
０
８
２
４
‐

☎
０
８
２
４
‐
7373
‐
１
１
６
５

‐
１
１
６
５

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
室
・
市
民
生
活

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
室
・
市
民
生
活

室
（
西
城
支
所
は
、し
あ
わ
せ
館
内
）

室
（
西
城
支
所
は
、し
あ
わ
せ
館
内
）

ご
存
じ
で
す
か
？

「
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
」

「
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
」

　

男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す
る
た

め
の
、大
切
な
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
に
、

「
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
」
と

い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
無
意
識
の
思
い
込
み
や
偏

見
の
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

▪
相
手
や
自
分
に
対
し
、「
男
ら
し
く
」

　
「
女
ら
し
く
」
と
思
う
こ
と
が
あ
る
。

▪
家
事
や
育
児
、
介
護
な
ど
は
女
性
の

　

方
が
向
い
て
い
る
と
思
う
。

▪
男
性
は
仕
事
を
し
て
家
計
を
支
え
、

　

女
性
が
家
庭
を
守
る
方
が
幸
せ
な
家

　

庭
を
築
け
る
と
思
う
。

▪
性
別
、
年
齢
、
学
歴
な
ど
で
相
手
を

　

こ
う
い
う
人
だ
と
決
め
つ
け
た
り
、

　

態
度
が
変
わ
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ

　

る
。

自
分
の
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス

自
分
の
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス

を
意
識
し
ま
し
ょ
う

を
意
識
し
ま
し
ょ
う

　

こ
の
よ
う
に
、
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・

バ
イ
ア
ス
は
日
常
生
活
や
職
場
に
溢
れ

て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
過
去
の
習
慣
や
経
験
か

ら
無
意
識
に
物
事
を
判
断
す
る
た
め
、

誰
も
が
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス

を
持
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
が
悪
い

と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ

の
思
い
込
み
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
知

ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
相
手
を
傷
つ
け

て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
ず
は
、「
相
手
の
こ
と
を
決
め
つ

け
な
い
・
押
し
付
け
な
い
」「
自
分
の

思
い
込
み
・
偏
見
に
気
付
く
」
と
い
う

意
識
を
持
ち
、
自
分
の
も
の
の
見
方
や

捉
え
方
と
向
き
合
う
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

一
人
一
人
が
自
分
や
周
囲
が
持
つ
ア

ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
に
気
付
き
、

お
互
い
を
認
め
合
う
こ
と
で
、
男
女
共

同
参
画
社
会
の
実
現
に
つ
な
げ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

日
常
で
こ
ん
な
こ
と
が　
　
　

日
常
で
こ
ん
な
こ
と
が　
　
　

あ
り
ま
せ
ん
か
？

あ
り
ま
せ
ん
か
？

市
民
生
活
課
市
民
生
活
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
４

現「かんぽの郷庄原」の愛称が決定

「桜
おう

花
か

の郷
さと

　ラ・フォーレ庄原」
　日本郵政株式会社から取得した現「かんぽの郷庄原」の愛称を、「桜花の郷 ラ・フォーレ庄原」に決定し
ました。愛称の募集に当たって、皆さんからたくさんのご応募をいただき、ありがとうございました。今後、

「かんぽの郷庄原」は 12 月 20 日をもって営業を終了し、令和４年春の営業再開に向け、新施設の準備が行
われます。（日帰り入浴・食事の利用は 19 日まで）

愛称募集期間　10 月１日～ 22 日　　　　応募総数　308 件
選定理由
　市内には「さくら名所 100 選」の上野公園や、東城三本桜など「桜」の名所がいくつもあり、「市の花」
でもある「桜」を連想する応募を多数いただいたことから「桜花の郷」。また、訪れた人を癒やす緑豊かな

「森
も り

林」に囲まれた施設であることから、フランス語で「森」を意味する「ラ・フォーレ」。これらを組み合
わせ、本市の美しい自然や風景をイメージしていただける愛称として、「桜花の郷 ラ・フォーレ庄原」と決
定しました。

企画課企画調整係　☎0824-73-1128企画課企画調整係　☎0824-73-1128
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健康広場
h

e
a

lt
h

y
 c
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m
n

保健医療課　健康推進係　☎ 0824 ｰ 73 ｰ 1255

血管は、酸素や栄養素を体全体にくまなく運び、不
要な老廃物を体の外へ運び出すため、常に働き続け
ています。
　正常な血管は弾力性に富んでおり、赤血球などの血
球成分が血管の中をスムーズに流れています。ところが、
高血圧症、脂質異常症、糖尿病になると血管が傷つき、
血管の中の流れが悪くなることで、狭心症・心筋梗塞
などの心疾患、脳血栓・脳梗塞などの脳血管障害につ
ながります。

市内の特定健診結果を見ると、血圧・血糖・脂質
の値が高い人が多い傾向にあります。本年度、この
３つともが高い人の割合は 8.4％でした。（県全体で
は 6.6％）

市は、糖尿病・高血圧症予防対策として、「庄原血
管いきいきプロジェクトを推進しています。「いきいき」
した血管を保つために、次の取り組みや秘

ひ

訣
け つ

をご活
用ください。

庄原血管いきいきプロジェクト 市の取り組み

正しい知識を持つ　　　 ★出前トーク・健康講座（日赤出前講座）・運動教室

自分の体を知る　　　　 ★特定健診・歯周病検診

予防する　　　　　　　 ★特定保健指導・糖尿病予防教室（講座）・基準値を超えた人への運動教室

早期発見・早期治療　　 ★未受診や未治療の人、e-GFR（腎機能の状態を示す値）の低い人への受診勧奨

重症化予防　　　　　　 ★糖尿病性腎症重症化予防プログラムの実施・フォローアップ

 詳しくは、保健医療課健康推進係までお問い合わせください。

   ①健診を受ける
　必要なときは結果を持って病院へ

   ⑤こまめに動く
　今より1000 歩
　今より10 分多く歩こう

   ②減塩、低脂肪、食物繊維
　を取る

   ⑥適正体重維持

   ③食品表示を見る
ナトリウム量 400 ｍｇ＝塩分１ｇ

   ④夕食は 20 時までに
（早寝、早起き、朝ごはん）

   ⑧チャレンジ禁煙
　やめられないときは禁煙
　外来へ相談

   ⑦適正飲酒
男性はビールなら500ml×１本程度

　女性・高齢者はその半分程度

高血圧予防キャラクター
「ショーショー鳥」

糖尿病予防キャラクター
「腹ハッチー」

年
１
回
の
健
診

禁
煙
外
来

「いきいき」とした血管を保つ秘
ひ

訣
け つ

庄原血管いきいきプロジェクト庄原血管いきいきプロジェクト
いきいきとした血管、保ちましょう！

市民の血管は？血管の働きとは？

要
精
検そ

の
後
が
大
事

歩
く
の
が
一
番

毎
日
体
重
を
測
ろ
う

こ
こ
ま
で
！

絶
対
や
め
る
！

こ
っ
ち
を
選
ぼ
う

こ
っ
ち
を
選
ぼ
う

ご
ち
そ
う
さ
ま

12

8

ど
っ
ち
が

　
　
　
い
い
か
な
？

☆ほのぼのネット１月の行事予定☆
とき 内容 申込期限 ところ

出張相談 １月８日㈯
10時～12時

▪妊娠・出産・子育てに関する情報提供や相談
▪母子健康手帳の交付

１月７日㈮
17時まで

庄原ひだまり広場
西本町2-12-8

☎0824-75-0222

【問い合わせ】　ほのぼのネット（子育て世代包括支援センター）　☎0824-73-1214

　

子
育
て
中
の
保
護
者
の
経
済
的
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
、
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
購
入
代
金
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

対
象
者

乳
幼
児
用
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
（
ま

た
は
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ー
ト
）
を
購
入
し

た
保
護
者

※
乳
幼
児
１
人
に
つ
き
１
回
限
り

助
成
金
額

購
入
額
の
３
分
の
１

（
１
０
０
円
未
満
切
り
捨
て
）

※
１
件
当
た
り
の
限
度
額　

５
千
円

申
請
に
必
要
な
物

▼
印
鑑

▼
申
請
者
と
な
る
保
護
者
本
人
の
通

帳
（
ま
た
は
振
り
込
み
先
の
金
融
機

関
名
と
口
座
番
号
が
分
か
る
も
の
）

▼
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
時
に
販

売
業
者
が
発
行
し
た
領
収
書
の
写
し

▼
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
メ
ー
カ
ー

名
や
品
名
が
分
か
る
も
の

申
請
・
問
い
合
わ
せ

児
童
福
祉
課
あ
ん
し
ん
支
援
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
０
０
５
１

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

児
童
福
祉
課
あ
ん
し
ん
支
援
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
０
０
５
１

ファミリー・サポート  利用金額
曜日など 利用時間 利用料

月～金曜日 ７時30分～20時 600円／時間
土・日・祝日・
年末年始

（12月29日～1月3日）
７時30分～20時 700円／時間

宿泊 20時～翌７時30分 3,000円／泊
※利用料の1/2 を市が支援します。
※兄弟姉妹が同じ時間帯に同じ提供会員の支援を受ける場合は、
　２人目から半額です。
※妊婦健診や子どもの医療機関受診時に兄弟姉妹を預ける場合は、
　利用料の2/3 を市が支援します。

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

購
入
代
金
を

助
成
し
ま
す

こ
ん
な
と
き
に
活
動
し
ま
す

◆
保
育
施
設
な
ど
へ
の
送
迎
、
保
育
開

始
前
や
終
了
後
の
預
か
り

◆
学
校
・
保
育
施
設
が
休
業
の
と
き

（
土
、
日
、
祝
日
、
長
期
休
暇
）
の
預

か
り

◆
保
護
者
の
入
院
や
出
張
な
ど
、
緊
急

時
の
一
時
預
か
り
や
宿
泊
支
援

◆
子
ど
も
が
医
療
機
関
受
診
時
に
他
の

子
ど
も
（
兄
弟
姉
妹
）
の
預
か
り
な
ど

応援します！あなたの子育て応援します！あなたの子育て

「ファミリー・「ファミリー・
　　　サポート」　　　サポート」

　ファミリー・サポートは、育児の支援を受けたい人（依
頼会員）と育児の支援をしたい人（提供会員）が会員にな
り、安心して子育てをするために互いに関わり合う相互
援助活動（有償ボランティア）です。
　緊急時など、必要に応じて子どもを預かります。困った
時にはご利用ください。（対象：乳幼児～小学６年生）
　また、会員向けには研修会を実施しています。子どもの
好きな人、空いている時間に支援活動をしたい人など、興
味のある人はご連絡ください。
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  SHISEI  Topics

　市政トピックス 　市政トピックス 

  SHISEI  Topics

　市政トピックス 　市政トピックス 
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物販拠点施設等リレーコラムRelay column

　
食
彩
館
し
ょ
う
ば
ら
ゆ
め
さ
く
ら

は
、
館
内
の
店
舗
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ

特
色
の
あ
る
商
品
の
製
造
・
販
売
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
館
内
の
飲
食
店「
そ
ば

処
と
ん
ぼ
」
が
新
た
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。

　

こ
だ
わ
り
は
、
庄
原
産
の
新
鮮
な
野

菜
な
ど
を
使
用
し
た
揚
げ
た
て
の
天
ぷ

ら
と
、
店
内
製
麺
工
房
で
作
る
自
家
製

麺
、そ
ば
つ
ゆ
の
調
味
料「
か
え
し
」を
、

２
カ
月
熟
成
さ
せ
て
作
る
だ
し
で
す
。

　

ま
た
、
そ
ば
を
１
か
ら
３
玉
ま
で
同

じ
料
金
で
用
意
し
て
い
る
ほ
か
、
テ
イ

ク
ア
ウ
ト
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
利
用
い
た
だ
き
、
地
元
産
の
旬

な
食
材
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

　

営
業
時
間
は
、
10
時
30
分
か
ら
15
時

で
す
。

　

店
内
で
は
、
出
入
口
付
近
へ
消
毒
液

の
設
置
や
、
換
気
の
徹
底
な
ど
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
の
取

り
組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
店
舗
が
加
わ
っ
た
こ
と
に
よ

り
、ゆ
め
さ
く
ら
と
し
て
さ
ら
な
る「
元

気
の
出
る
み
ん
な
の
市
場
」
を
目
指
し

な
が
ら
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ

一
同
、
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

店内の様子

冬期限定「鶏玉あんかけ蕎麦」

商
工
観
光
課
観
光
振
興
係　
☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
７
９

Vol.８

食
彩
館
し
ょ
う
ば
ら
ゆ
め
さ
く
ら

　

11
月
１
日
、
庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
「
災

害
対
策
本
部
運
営
訓
練
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
災
害
時
に
防
災
気
象
情
報
や
災
害

発
生
情
報
を
踏
ま
え
、市
と
関
係
団
体
が
ど
う
判
断
・

対
応
す
る
の
か
を
再
確
認
し
、
防
災
・
減
災
に
関
す

る
知
識
と
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

当
日
は
、
庄
原
市
と
備
北
地
区
消
防
組
合
、
庄
原

市
消
防
団
、
広
島
県
北
部
建
設
事
務
所
庄
原
支
所
の

職
員
が
参
加
し
、
大
雨
に
よ
る
災
害
を
想
定
し
た
図

上
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
各
団
体
は
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に
合
わ
せ
た

班
に
分
か
れ
ま
し
た
。
訓
練
が
始
ま
る
と
、
進
行
役

が
各
班
に
気
象
や
河
川
の
水
位
、
災
害
発
生
の
情
報

を
伝
達
。
各
班
は
そ
の
情
報
を
基
に
、
避
難
所
開
設

や
情
報
の
適
切
な
処
理
、
関
係
団
体
へ
の
伝
達
・
連

携
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
実
際
に
起
き
た
災
害
を
想
定
し
た
訓

練
だ
っ
た
の
で
、
伝
達
さ
れ
る
大
量
の
情
報
に
混
乱

し
た
が
、各
班
と
連
携
し
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

災
害
時
、
市
民
の

生
命
を
守
る
た
め

に
自
分
が
ど
う
対

応
す
べ
き
か
、
再

認
識
で
き
る
、
よ

い
機
会
に
な
っ

た
」
と
話
し
ま
し

た
。

　

市
は
、
今
後
も

市
民
の
安
心
・
安

全
の
た
め
、防
災
・

減
災
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

市
は
、
市
内
の
中
学
３
年
生

を
対
象
に
、
生
命
の
大
切
さ
を

学
び
、
将
来
の
生
き
方
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た

思
春
期
講
座「
い
の
ち
の
学
習
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
本
年

は
、
７
月
か
ら
12
月
に
か
け
て

助
産
師
・
保
健
師
・
女
性
相
談

員
な
ど
が
各
学
校
を
訪
問
し
ま

し
た
。

　

７
月
５
日
に
は
高
野
中
学

校
、
10
月
15
日
に
は
西
城
中
学

校
で
実
施
し
、
赤
ち
ゃ
ん
と
同

じ
重
さ
の
人
形
を
抱
い
た
り
、

体
に
重
り
を
付
け
て
妊
婦
の
疑

似
体
験
を
行
っ
た
り
す
る
な

ど
、
命
の
重
さ
に
つ
い
て
学
ん

で
も
ら
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
聴
診
器
で
心
臓
の
音

を
聞
い
て
も
ら
う
な
ど
、
命
を

実
感
で
き
る
よ
う
工
夫
し
ま
し

た
。

　

講
座
を
受
け
た
生
徒
は「
妊

婦
の
大
変
さ
を
身
を
も
っ
て
知

る
こ
と
が
で
き
た
」「
育
て
て

く
れ
た
家
族
に
感
謝
し
、
自
分

や
友
達
の
命
を
大
切
に
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

市
は
、
そ
の
他
に
も
思
春
期

の
性
の
悩
み
や
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
、
薬

物
、
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
な
ど
に
つ
い

て
の
講
座
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

10
月
16
日
～
31
日
、
東
城
ま
ち
な

か
交
流
施
設
え
び
す
で
「
第
24
回
絵

本
原
画
展
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
自
然
派
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
村む

ら
か
み上
康や

す
な
り成
さ
ん
の
絵
本
作
品

「
ま
っ
て
い
る
。」
の
原
画
や
村
上
さ

ん
の
手
掛
け
た
絵
本
な
ど
、
約
30
点

を
展
示
し
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
、
幅
広
い
世
代
の
人
が

訪
れ
、
壁
一
面
の
大
き
さ
で
描
か
れ

た
山
の
絵
を
は
じ
め
、
鮮
や
か
な
色

で
描
か
れ
た
原
画
な
ど
、
普
段
は
見

る
こ
と
の
で
き
な
い
絵
本
の
原
画
を

鑑
賞
し
、
村
上
さ
ん
の
世
界
観
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

来
場
者
は
「
作
品
ご
と
に
細
や
か

な
遊
び
心
が
散
り
ば
め
ら
れ
て
い

て
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」
と
話
し

ま
し
た
。

　

11
月
３
日
～
18
日
、
田
園
文
化

セ
ン
タ
ー
で「
第
17
回
庄
原
市
美

術
展
覧
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
年
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

応
募
が
あ
っ
た
絵
画
や
写
真
、
工

芸
、
書
な
ど
１
７
０
点
の
作
品
を

前
期
・
後
期
の
２
回
に
分
け
て
展

示
し
ま
し
た
。

　

展
示
作
品
に
は
、
ち
ぎ
り
絵
や

ガ
ー
ゼ
染
め
で
作
ら
れ
た
工
芸
品

な
ど
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
が
溢

れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
展
覧
会
の
初
日
に
は
、

表
彰
式
が
行
わ
れ
、
応
募
作
品
の

中
か
ら
７
点
が
大
賞
に
選
ば
れ
ま

し
た
。
牧
原
明
人
教
育
長
は
表
彰

式
で「
こ
れ
か
ら
も
芸
術
の
振
興
に

寄
与
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
激
励

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
り
ま
し
た
。

　

展
覧
会
の
来
場
者
は「
ど
れ
も

個
性
的
な
作
品
ば
か
り
で
、
と
て

も
ワ
ク
ワ
ク
し
た
」
と
話
し
ま
し

た
。

　

11
月
17
日
、庄
原
市
総
合
体
育
館
で
、

「
令
和
３
年
度
戦
没
者
追
悼
式
並
び
に

平
和
祈
念
式
典
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
遺
族
な
ど
51
人
が
参
列
し
、

本
市
出
身
の
戦
没
者
２
９
２
３
人
を
追

悼
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
木
山
耕
三
市
長
は
「
今
後
も

戦
争
の
体
験
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な

く
、
戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
な
社
会
の

尊
さ
を
訴
え
て
い
き
ま
す
」
と
述
べ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
庄
原
市
戦
没
者
遺
族
会
の

井い
ざ
わ澤
聖ま

さ
あ
き昭
会
長
は
「
残
酷
な
戦
争
に
よ

る
戦
没
者
の
犠
牲
を
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
を
心
か
ら
願
い
ま
す
。
先
人
へ
の
感

謝
と
悲
惨
な
戦
争
の
歴
史
を
決
し
て
風

化
さ
せ
て
は
い
け
な
い
。
戦
没
者
へ
の

思
い
を
次
世
代
に
継
承
す
る
こ
と
を
改

め
て
誓
い
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
市
内
の
小
・
中
学
校
な

ど
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
折
り
鶴
の
作
品
を

展
示
し
、
閉
式
後
、
市
役
所
本
庁
舎
の

市
民
ホ
ー
ル
で
も
展
示
し
ま
し
た
。

防災・減災に向けた訓練を実施
災害対策本部運営訓練

生命の大切さを学ぶ
思春期講座「いのちの学習」

絵本の魅力がいっぱいの展示会
絵本原画展「むらかみやすなりの世界」

多種多様な作品が勢揃い
第17 回庄原市美術展覧会

恒久平和を願って
庄原市戦没者追悼式並びに平和祈念式典

危機
管理課

保健
医療課

東城支所

生涯
学習課

社会
福祉課

赤ちゃん抱っこ体験をしている生徒聴診器で心臓の音を聞く生徒

原画展を楽しむ来場者

絵画や写真の展覧会場

式典会場の様子
図上訓練を行っている様子
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　日本塗装工業広島県支部が奉仕活動・11/16 　備北もんマルシェ・なみかマルシェ・10/31

地域の協力で防犯をアピール いろんな仕事を知る機会に
　防犯かかしコンクール・10/11 ～ 20 　庄原でいきいき働く就職ガイダンス・10/18

　庄原市防犯組合連合会主催の防犯かかしコンクール
が庄原警察署で開催されました。このコンクールは、地
域住民の防犯・安全意識を高めることを目的に、毎年
開催されています。
　本年は、市内15 地区から振り込め詐欺の防止や誹謗
中傷の撲滅、盗撮への注意などをテーマにしたかかし
が出展され、西城地区防犯組合八鉾落合班が大賞を獲
得しました。
　開催期間中は、趣向を凝らしたかかしを見ようと多
くの人が庄原警察署を訪れていました。
　かかしを見に来た人は「毎年楽しみにしている。今
回もさまざまなキャラクターのかかしがあり、面白
かった」と話しました。

庄原でいきいき働く協議会と本市、ハローワークが
合同で「庄原でいきいき働く就職ガイダンス」を開催
し、市内の事業所など34 社が参加しました。

この就職ガイダンスは、午前と午後の部に分けて、庄
原市総合体育館で開催されました。

会場では、事業所ごとにブースを設置し、午前の部
は、市内の高校生と特別支援学校の生徒を対象に、事業
所の紹介や仕事内容の説明が行われました。

午後の部では、求職者やＵ・Ｉ・Ｊターン希望者を対
象とした合同就職面接会を開催し、市内外から多くの
人が参加しました。

参加者は「いろいろな業種の仕事があり、会場内で
たくさんの話が聞けて良かった」と話しました。

▲事業所の説明を熱心に聞く参加者

№３
わんぱくお通り隊！出陣！ 口和の名所がリニューアル
　東城保育所「わんぱくお通り隊」・11/6 　モーモー物産館リニューアルオープン・11/1

「街道東城路」沿いの東城まちなか交流施設えびす周
辺で、東城保育所園児による「わんぱくお通り隊」が披
露されました。

東城保育所は、東城の文化・歴史の伝承体験として、
伝統行事「お通り」を模した「わんぱくお通り隊」を行っ
ています。本年もコロナ禍の影響で、町内のイベントで
の披露はできませんでしたが、地域に子どもの元気と
笑顔を届けたいとの思いから、独自に行われました。こ
の日は天気も良く、園児は「下にー、下に！」と元気な
声を響かせ、街道を歩きました。

また同日は、東城まちなか交流施設えびすや三楽荘
で、写真や生け花の展示も行われ、市内外から訪れた人
でにぎわいました。

　本年２月から利用を休止していた「モーモー物産館」
がリニューアルオープンしました。
　新たに開店した飲食店「麵処おおつき亭」では、そ
ばやうどん、おでんなどの軽食を販売。農産物販売コー
ナーでは、近隣の農家の皆さんが育てた新鮮な野菜を
はじめ、山菜、加工品などが販売されました。
　また、オープンに合わせ期間限定で「おでかけ満月
マルシェ」が開催されました。ホットサンドやシフォ
ンケーキ、惣菜、手作りパンなどが販売され、来場者
は買い物を楽しみました。
　モーモー物産館の岩

い わ た き

瀧清
き よ ふ み

文さんは「口和の活性化の
ためにも、今後も大勢の人に来てもらいたい」と話し
ました。

▲大きな掛け声で街中を歩く東城保育所の園児 ▲来場者でにぎわうモーモー物産館

№7№8

日本記録の走り方を学ぶ 地域支援のために
　総領小学校「走り方教室」・10/22 　新型コロナウイルス感染症対策寄附金・11/8　

総領小学校で「走り方教室」が行われ、全校児童45
人が参加しました。

教室では、元オリンピック選手で、400メートルハー
ドル日本記録保持者の為

た め す え

末大
だい

さんから、足が速くなる
ストレッチやハードルの跳び方などを教わりました。

為末さんは「ハードルは、壁を突き破る気持ちで飛
べば良い」とアドバイスし、児童は真剣な表情で聞いて
いました。

最後には質問コーナーも行われ、「緊張した時はどう
しますか」など、次々に質問していました。

児童は「走るコツも教えてもらったので、これまで
より速く走れそうな気がする」と喜んでいました。

　広島みどり信用金庫から、新型コロナウイルス感染
症対策への支援として、市に50万円が寄付されました。
　同信用金庫の小

こ ば や し

林明
あ き む ね

宗理事長は、「新型コロナウイル
ス感染症の影響が続く中で地域支援に役立ててほし
い」と話しました。
　木山耕三市長は「感染症から市民生活と地域経済を
守る取り組みに、有効に活用させていただく」と、今後
の使途について説明しました。
　この他、ふるさと応援寄附金などにより、新型コロナ
ウイルス対策として心温まる寄付を頂いています。

きれいな色に生まれ変わる キャッシュレスで楽しむ

　11 月16 日を「いいいろ」と読ませる語呂合わせか
ら「いいいろ塗装の日」として、日本塗装工業会広島県
支部北部地区による奉仕活動が行われました。
　この活動は、広島県支部に加入している市内の塗装
業者が市の公共施設などを、ボランティアで塗装する
もので、平成11 年から行われています。これまでにも、
保育所をはじめ、公園の遊具やベンチなどさまざまな
施設を塗り直しています。
　本年は、上野総合公園の弁

べ ん て ん ば し

天橋の塗り替えが行われ、
きれいな朱色へと生まれ変わりました。
　塗装作業をした人は「きれいになった橋を見に来て
もらいたい」と話しました。

　「備北もんマルシェ・なみかマルシェ」が国営備北丘
陵公園北入口エリア「里山の駅庄原ふらり」で開催さ
れ、約3,200 人が訪れました。
　このイベントは、地域の特産品販売と「な・み・か」「ほ・
ろ・か」カードの推進を目的に開催され、カードを持
参した人や、複数店舗で買い物をした人に追加でポイ
ントが進呈されるなど、多くの特典がありました。
　当日は、市内の飲食店や雑貨販売店を中心に23 店
舗が出店。近隣地域のバンドやダンスチームなどのス
テージイベントも行われ、大盛況の一日となりました。
　来場者は「たくさんポイントがもらえてうれしかっ
た」と話しました。

№6 №２№5 №１

▲大賞を獲得した作品（中央） 

▲見る見るうちにきれいな朱色に塗装されていく弁天橋 ▲多くの来場者でにぎわう「里山の駅庄原ふらり」▲ハードルの説明をする為末さん（写真右） ▲小林理事長（写真右）より木山市長へ寄付

№４
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※
日
程
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
影
響
に
よ
り
中
止
・
延
期
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
お
越
し
の
際
は
マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
感
染
症
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

各種相談 とき ところ 備考 問い合わせ

人 権 相 談
庄原 １月18日㈫

13時30分～15時30分 庄原市ふれあいセンター
人権擁護委員 広島法務局三次支局

☎0824-62-5070東城 １月７日㈮13時30分～15時30分 東城ふれあいセンター
総領 １月12日㈬９時～11時 総領保健福祉センター

行 政 相 談

庄原 １月20日㈭13時～15時 庄原市ふれあいセンター

行政相談委員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

東城 １月20日㈭13時30分～15時30分 東城支所 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

総領 １月12日㈬９時～11時 総領保健福祉センター 総領支所市民生活係
☎0824-88-3063

法 律 相 談 比和 １月７日㈮13時～16時 比和自治振興センター 広島弁護士会による
無料相談。要予約。

広島弁護士会
☎0120-969-214　

生活安全相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係
生活安全相談員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1244

東城支所市民生活係 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

家庭児童相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～16時

児童福祉課あんしん支援
係 家庭児童相談員 家庭児童相談専用 

☎0824-73-1243

消費生活相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係内
庄原市消費生活センター 消費生活相談員

庄原市消費生活センター
☎0824-73-1228
市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

認知症カフェ

西城 「コスモスカフェ」
１月６日㈭13時30分～15時

西城保健福祉センター
（しあわせ館）

相談・ 情報交換
参加費１００円

西城支所保健福祉係
☎ 0824-82-2202

東城 「おれんじカフェ・ええ塩
あんばい

梅」
12月28日㈫13時30分～15時 東城支所 東城支所保健福祉係

☎08477-2-5131

比和 「あしたのカフェ」
１月18日㈫13時30分～15時

比和温泉施設
あけぼの荘

比和支所市民生活係
☎0824-85-3001

障害者相談員
定 期 相 談 会 庄原 １月17日㈪13時30分～15時30分 庄原市ふれあいセンター 身体 社会福祉課障害者福祉係

☎0824-73-1210

療 育 手 帳
巡 回 判 定 会 庄原 １月20日㈭10時～16時 市役所本庁舎２階会議室 一カ月前までに要予約

社会福祉法人
広島県福祉事業団
☎082-400-9010

身体障害者　
補装具判定会 肢体 １月20日㈭13時～14時 広島県三次庁舎第３庁舎２階

三次市十日市東４-６-１ 一週間前までに要予約 社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210

心の健康相談 １月18日㈫13時～14時30分 広島県北部保健所
三次市十日市東４-６-１

精神科医師による無料
相談。事前予約が必要。

広島県北部保健所保健課
☎0824-63-5185

悩みごと、心配ごと、
困りごとなど、
お気軽にご相談をあなたの相談をお受けします

母子保健事業母子保健事業　●保健医療課母子保健係　☎0824-73-1214

事業名 とき ところ 持ってくるもの 備考

母子健康手帳交付
１月17日㈪・31日㈪
８時30分～17時15分 保健医療課母子保健係

特になし
支所は随時（保健医療課、支所
ともに事前連絡が必要）

１月８日㈯10時～12時 庄原ひだまり広場
（庄原こども未来広場内） 事前予約が必要（先着２組）

育児相談 １月11日㈫10時～12時 庄原ひだまり広場
（庄原こども未来広場内） 母子健康手帳

事前予約が必要。支所での相
談を希望する方はお問い合わ
せください。

　世代間交流「花の苗植え」・11/9

青少年の健全育成に貢献
　青少年育成県民運動推進大会・10/30

広島市で青少年育成県民運動推進大会が開催され、庄
原地区青少年健全育成協議会が功労者等知事表彰を受
けました。

この表彰は、青少年健全育成のために積極的に活動
し、その功績が特に顕著な個人や団体に対して行われる
ものです。

当協議会は、平成17 年から週１回程度、関係機関と協
力して、市街地にある商業施設などを巡回し、下校中の
児童・生徒に帰宅が遅くならないよう声掛けを行ってき
ました。

表彰を受けた当協議会代表の塩
し お も と

本千
ち え こ

恵子さんは「子
どもたちのため、これからも活動を続けていきたい」と
話しました。

町の特産物・リンゴを学ぶ
　授業で特産物のリンゴを収穫・11/18

　高野小学校は、総合的な学習の時間に特産物のリン
ゴの栽培に取り組んでいます。
　この日は、高野町下門田の「農青連果樹部会展示圃

ほ

」
で５年生10人が参加し、リンゴの収穫を体験しました。
　児童は、長い脚立を協力して使い、リンゴを一つ一つ
大事に収穫しました。肌寒い中の作業でしたが、全員夢
中になって、楽しそうに作業を行っていました。
　収穫したリンゴは、コンテナ５つ分にもなり、児童は

「リンゴを傷つけないよう、枝から丁寧に取るのが大変
だった」と話しました。
　児童が収穫したリンゴは、選果・袋詰めをして、道の
駅たかので販売されました。

▲収穫作業をしている児童

№11№12

大きな声で「火の用心」
　防火パレード・10/26

　火災の発生しやすい時季を迎えるに当たり、防火意
識の高揚を図るため、市内各地域で火災予防運動が行
われました。
　西城地域では、庄原消防署西城出張所と西城保育所、
庄原市消防団西城方面隊、庄原警察署西城交番が合同
で、防火パレードを行いました。
　まず開会式では、おそろいの法被に袖を通した園児
21 人が「火遊びはしません」と、元気に声をそろえて
火災予防を約束しました。その後、参加者は拍子木をカ
チカチと鳴らしながら約1．5 キロの道のりをパレード
し、町内には「戸締り用心火の用心」と元気な掛け声が
響いていました。

花と笑顔でにぎわう交流会

　比和自治振興区主催の世代間交流「花の苗植え」が
比和温泉施設あけぼの荘で行われ、比和保育所の園児
と比和山老人クラブの皆さんが参加しました。
　当日は、園児の自己紹介や歌の披露などで交流をし
た後、老人クラブの人に植え方を教わりながら、プラン
ターへ花を植えていきました。
　園児は「いろんな花があって、とてもきれい」とうれ
しそうに話し、交流を楽しんでいました。
　後日、花のプランターに、園児が花の名前や絵を描い
たプレートを取り付け、あけぼの荘に飾りました。

№10 №９

▲表彰式で賞状を受け取る塩本さん（写真左） 

▲花の植え方を教わる園児 ▲防火パレードに参加した西城保育所の園児

広報しょうばら／ 2021.12　16 17　2021.12 ／広報しょうばら
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集
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種
別

絵
画
、
立
体
造
形
、
陶
芸
、
書
道
、

工
芸
な
ど

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

https://
aisupport-h.
com

/

問
い
合
わ
せ　

広
島
県
障
害
者
支
援
課

☎
０
８
２
‐
５
１
３
‐
３
１
５
５

映
画
上
映
会
の
ご
案
内

　

次
の
と
お
り
レ
ー
ザ
ー
デ
ィ
ス

ク
映
画
上
映
会
を
開
催
し
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
す
。

と
き　

12
月
18
日
㈯　

13
時
30
分

と
こ
ろ

口
和
郷
土
資
料
館
映
画
館

令
和
３
年
度
あ
い
サ
ポ
ー
ト

ア
ー
ト
展
ウ
ェ
ブ
美
術
館

　

あ
い
サ
ポ
ー
ト
展
は
、
障
害
の

あ
る
人
が
、
芸
術
活
動
へ
の
参
加

を
通
じ
て
、
生
活
を
豊
か
に
す
る

と
と
も
に
、
県
民
の
障
害
へ
の
理

解
と
認
識
を
深
め
、
障
害
の
あ
る

人
の
自
立
と
社
会
参
加
の
促
進
を

目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

出
展
作
品
は
、下
記
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

開
催
期
間

１
月
31
日
㈪
ま
で

作
品
出
展
者

　

障
害
の
あ
る
人
で
、
広
島
県
内

に
在
住
、
在
勤
、
在
学
、
通
所
し

て
い
る
人

福山市東桜町1-1アイネスフクヤマ２Ｆ

（ＪＲ福山駅前 元繊維ビル跡）

来店できない方、サイズ見本と一緒にお送り下さいませ!!!!

本格 洋服直しキャラ

☎ 084-928-6722

革ジャンお直し対応可能！

ウエディングドレスお直し対応可能！毛皮コートお直し対応可能！

〒720-0065

広告 広告 広告
この県北の田舎でもあなたの夢、叶えられます
活躍の舞台は世界へ！
世界に誇るろう石からカーボンニュートラル素材まで

検索www.skz.co.jp

広島県庄原市東本町三丁目 13 番 10 号
株式会社  勝光山鉱業所

正社員募集中

身体もココロも温まろ
バスソルト入浴剤新発売 ! 

amazon SALCLAY 
０８２４－７２－２１１１

URL：
TEL：
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問
い
合
わ
せ　

口
和
支
所
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和
教
育
室

☎
０
８
２
４
‐
87
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２
１
１
１

ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー　
　

広
告
募
集

　

市
が
作
成
す
る
令
和
４
年
度
版

の
「
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
に

掲
載
す
る
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
枠　
12
枠

規
格

縦
３
セ
ン
チ
×
横
25
セ
ン
チ
（
見

開
き
カ
レ
ン
ダ
ー
）

配
布
部
数

市
内
全
世
帯
に
約
１
万
５
千
部
配

布広
告
料
金

１
枠
２
万
円
（
た
だ
し
、
１
社
に

つ
き
２
枠
ま
で
）

募
集
期
間

12
月
22
日
㈬
ま
で

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
市
内
の

事
業
者
を
優
先
し
先
着
順
と
し
ま

す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

財
政
課
財
政
係 

☎
０
８
２
４
‐
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‐
１
１
２
９

放
送
大
学
４
月
生
募
集

　

放
送
大
学
は
、
令
和
４
年
度
４

月
入
学
の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世

代
、
約
９
万
人
の
学
生
が
、
大
学

を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み

た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で

学
ん
で
い
ま
す
。

　

学
生
は
テ
レ
ビ
で
の
授
業
だ
け

で
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
て
、
好
き
な
と
き
に
受
講
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
心
理
学
・

福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
情
報
・

自
然
科
学
な
ど
、
約
３
０
０
の
幅

広
い
授
業
科
目
が
あ
り
、
１
科
目

か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

放
送
授
業
１
科
目
の
授
業
料
は

１
万
１
千
円（
入
学
金
は
別
）。
半

年
ご
と
に
学
ぶ
だ
け
の
授
業
料
を

支
払
う
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
在
学

は
半
年
で
も
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
て
お
り
、
サ
ー
ク
ル
活

動
な
ど
の
学
生
の
交
流
も
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

資
料
は
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

出
願
期
間　

３
月
15
日
㈫
ま
で

問
い
合
わ
せ

放
送
大
学
広
島
学
習
セ
ン
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ー

☎
０
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‐
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４
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‐
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０
３
０
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水
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止

　

天
井
改
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に
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い
、
次
の

期
間
で
プ
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ル
室
の
利
用
を
休
止

し
ま
す
。

　

な
お
、
プ
ー
ル
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外
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設

は
、通
常
ど
お
り
利
用
で
き
ま
す
。

休
止
期
間（
プ
ー
ル
室
）

３
月
31
日
㈭
ま
で
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合
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せ
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城
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所
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養
蜂
振
興
法
に
よ
り
、
ミ
ツ
バ

チ
を
飼
育
す
る
場
合
は
、
毎
年
１

月
末
ま
で
に「
蜜
蜂
飼
育
届
」
を

県
へ
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
趣
味
で
飼
育
す
る
場
合
で
も

提
出
が
必
要
で
す
。

　

た
だ
し
、
園
芸
作
物
の
花
粉
交

配
の
た
め
に
飼
育
す
る
な
ど
、
提

出
が
不
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
広
島
県
北
部
畜
産

事
務
所
ま
た
は
広
島
県
農
林
水
産

局
畜
産
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

提
出
先

広
島
県
北
部
畜
産
事
務
所
畜
産
振

興
課

問
い
合
わ
せ

広
島
県
北
部
畜
産
事
務
所

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
２
０
７
１

広
島
県
農
林
水
産
局
畜
産
課

☎
０
８
２
‐
５
１
３
‐
３
６
０
４

そ  

の  

他

市内の主な施設　年末年始の業務案内
　年末年始の業務予定は、次の表のとおりです。■の部分が休業日となりますのでご確認ください。
　なお、「出生」、「死亡」、「婚姻」など戸籍に関する届け出や、埋火葬、斎場使用の許可手続きなどは、休み中でも取り
扱います。詳しくは市民生活課戸籍住民係（☎0824-73-1157）までお問い合わせください。

12/
25㈯ 26㈰ 27㈪ 28㈫ 29㈬ 30㈭ 31㈮

1/
１㈯ ２㈰ ３㈪ ４㈫ ５㈬ ６㈭

市役所（本庁・各支所） ☎0824-73-1123

田園文化センター ☎0824-72-1159

総合体育館 ☎0824-72-8000

ふれあいセンター ☎0824-75-0301

市民会館事務局 ☎0824-72-4242

西城市民病院（救急は24時間対応） ☎0824-82-2611

帝釈峡博物展示施設時悠館 ☎08477-6-0161

口和郷土資料館 ☎0824-87-2230

比和自然科学博物館 ☎0824-85-3005

ご
み
処
理

収集

持
ち
込
み

備北クリーンセンター ☎0824-72-2044

リサイクルプラザ ☎0824-72-1398

東城クリーンセンター ☎08477-2-0214

●その他の施設については、直接各施設へお問い合わせください。

水
道
管
の
凍
結
対
策
を

　

例
年
こ
の
時
期
は
、
凍
結
に
よ

る
水
道
管
の
破
裂
が
起
き
て
い
ま

す
。
水
道
管
は
、
気
温
が
マ
イ
ナ

ス
４
度
以
下
に
な
る
と
凍
結
に
よ

る
破
裂
の
可
能
性
が
高
く
な
り
ま

す
。
寒
波
の
到
来
に
よ
る
急
な
冷

え
込
み
に
備
え
、
屋
外
の
露
出
し

て
い
る
水
道
管
や
、
普
段
使
用
し

て
い
な
い
蛇
口
な
ど
に
は
、
市
販

の
保
温
材
や
電
気
式
の
凍
結
防
止

帯
を
巻
く
な
ど
し
て
、
凍
結
対
策

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

【
凍
っ
て
し
ま
っ
た
ら
】

　

凍
っ
た
部
分
に
タ
オ
ル
や
布
を

か
ぶ
せ
て
そ
の
上
か
ら
ぬ
る
ま
湯

を
ゆ
っ
く
り
か
け
ま
し
ょ
う
。　

　

直
接
熱
湯
を
か
け
る
と
、
水
道

管
や
蛇
口
が
破
裂
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

水
道
課
管
理
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
９
７

ま
た
は
各
支
所
水
道
室
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家に使ってない物が沢山ある・・・
その不用品・処分
出張買取ですべて解決しませんか？

15,000円買取例

おもちゃでも
買取ります！

買取例 10,000円
額面の60％～で
買取します！

広報誌見ました！ とお気軽にお問い合わせください！とお 気 軽にお問い合わせください！

0120-66-10350120-66-1035

捨てる前に
まず、お電話を！

広島県三次市塩町2123-5出張!高額買取・何でも不用品回収 美幸-ビコウ-

切手（シート・バラ）切手（シート・バラ）使わなくなったアクセサリー使わなくなったアクセサリー

広告広告

七
草
粥
の
お
も
て
な
し

七
草
粥
の
お
も
て
な
し

　

一
年
の
無
病
息
災
を
祈
っ
て
、

春
の
七
草
（
セ
リ･

ナ
ズ
ナ･

ゴ

ギ
ョ
ウ･

ハ
コ
ベ
ラ･

ホ
ト
ケ
ノ

ザ･

ス
ズ
ナ･

ス
ズ
シ
ロ
）
を
入

れ
て
炊
い
た
お
か
ゆ
を
振
る
舞
い

ま
す
。

と
き　

１
月
８
日
㈯

15
時
か
ら（
無
く
な
り
次
第
終
了
）

と
こ
ろ　
さ
と
や
ま
屋
敷　

中
庭

定
員　
先
着
１
０
０
人

※
記
載
の
内
容
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
や
天
候
な
ど
の
影
響
に

よ
り
、
変
更
・
中
止
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
最
新
の
情
報
は
、

電
話
ま
た
は
公
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

定
員　
先
着
１
０
０
人

さ
と
や
ま
か
あ
さ
ん　
　
　

さ
と
や
ま
か
あ
さ
ん　
　
　

（
正
月
雑
煮
）

（
正
月
雑
煮
）

　

地
元
農
家
の
お
母
さ
ん
が
手
料

理
を
振
る
舞
い
ま
す
。

と
き　

１
月
２
日
㈰

15
時
か
ら

（
無
く
な
り
次

第
終
了
）

と
こ
ろ

上
の
農
家

定
員　
30
人

五
色
餅
つ
き

五
色
餅
つ
き

　

成
人
の
日
を
祝
い
、
一
年
の
無

病
息
災
を
祈
願
し
、
季
節
の
色
を

表
し
た
「
五
色
」
の
餅
を
、
順
番

に
ひ
ば
の
里
ス
タ
ッ
フ
が
つ
き
、

振
る
舞
い
ま
す
。

と
き　
１
月
9
日
㈰

11
時
（
白
餅
）・
11
時
30
分
（
黒

豆
餅
）・
13
時
（
き
び
餅
）・
13
時

30
分
（
赤
米
餅
）・
14
時
（
よ
も

ぎ
餅
）

と
こ
ろ

さ
と
や
ま
屋
敷

中
庭

定
員

先
着
１
０
０
人

国営備北国営備北
丘陵公園丘陵公園
だよりだより

備北公園管理センター　☎ 0824-72-7000
（https://www.bihokupark.jp/）

※期間中休園日：12月６日㈪・13日㈪・20日㈪・31日㈮、
　　　　　　　  １月１日（土・祝）
【点灯時間】12月：17時30分～21時、１月：17時45分～21時
※毎週土曜日は22時まで点灯
※入園は閉園の1時間前まで

「備北イルミ」「備北イルミ」
１月10日（月・祝）まで開催中！

第
46
回
広
島
県
民
体
育
大
会 

空
手
道
競
技 

ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
部 

組
手
競
技

（
10
月
31
日
／
広
島
市
）

●
組
手
個
人
戦
小
学
生
３・
４
年

生
女
子
の
部

優
勝

藤
谷　

桃
羽
（
板
橋
小
４
年
）

●
組
手
個
人
戦
小
学
生
３・
４
年

生
男
子
の
部

優
勝

祐
宗　

吟
治
（
板
橋
小
４
年
）

●
組
手
個
人
戦
中
学
生
１
～
３
年

生
女
子
の
部

３
位

新
井　
　

梓
（
庄
原
中
1
年
）

第
17
回
庄
原
絵
手
紙
大
賞　

●
こ
ど
も
の
部

大
賞

田
岡　

千
奈
（
東
小
５
年
）

優
秀
賞

片
倉　

陽
夏
（
東
小
１
年
）　

﨑
間　

陽
音
（
比
和
小
２
年
）

石
川　

陽
菜
（
高
小
６
年
）

奨
励
賞

垣
内　

美
里
（
比
和
保
育
所
）

冨
士
木
蒼
乃
（
峰
田
小
１
年
）

山
田　
　

柊
（
峰
田
小
１
年
）

垣
内　

美
咲
（
比
和
小
２
年
）

柳
生　

翔
馬
（
西
城
小
２
年
）

高
木　

環
希
（
峰
田
小
３
年
）

徳
永　

千
咲
（
高
小
３
年
）

荒
木　

健
汰
（
西
城
小
５
年
）

小
谷　

将
梧
（
西
城
小
６
年
）

宮
本　

綾
真
（
西
城
小
６
年
）

●
一
般
の
部

大
賞

澤
田
か
ず
子
（
口
和
町
）

優
秀
賞

定
本
恵
美
子
（
口
和
町
）

地
子
給
貴
美
子
（
東
城
町
）

松
本　

甲
子
（
本
村
町
）

奨
励
賞

石
富
ま
ち
子
（
口
和
町
）

井
上　

澄
子
（
東
城
町
）

草
岡　

和
子
（
西
城
町
）

五
島　

直
美
（
西
城
町
）

田
邉
八
重
子
（
口
和
町
）

津
秋　

利
子
（
比
和
町
）

中
村　

朝
恵
（
口
和
町
）

古
本　

文
子
（
板
橋
町
）

政
森　

和
子
（
東
城
町
）

吉
政　

澄
江
（
実
留
町
）

第
70
回
広
島
県
統
計
グ
ラ
フ

コ
ン
ク
ー
ル

●
入
選　

神
本
あ
や
め
（
西
城
中
３
年
）

重
原　

ゆ
ず
（
西
城
中
３
年
）

齋
森　

莉
子
（
庄
原
小
６
年
）

脇
坂　

幸
穂
（
庄
原
小
６
年
）

●
佳
作

片
岡　

由
羽
（
庄
原
小
６
年
）

松
田　

嘉
乃
（
庄
原
小
６
年
）

山
本　

唯
乃
（
庄
原
小
６
年
）

第
70
回
備
後
地
区　
　
　
　

生
徒
児
童
発
明
く
ふ
う
展

●
個
人
賞

庄
原
市
長
賞　

堀
江　

莉
睦
（
山
内
小
２
年
）

庄
原
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

水
田　

智
紗
（
東
城
小
６
年
）

庄
原
商
工
会
議
所
会
頭
賞

内
藤　

瑛
太
（
東
城
小
６
年
）

モ
ビ
コ
ン
特
別
賞

水
田　

智
紗
（
東
城
小
６
年
）

●
団
体
賞

広
島
テ
レ
ビ
放
送
賞　
　

西
城
小
学
校

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動　

作
文・標
語
コ
ン
テ
ス
ト

●
作
文

入
選

堀
江　

結
子
（
高
野
小
６
年
）

●
標
語

入
選

神
本
あ
や
め
（
西
城
中
３
年
）

※
「
あ
っ
ぱ
れ
！
庄
原
」
に
該
当

す
る
方
の
情
報
は
、
行
政
管
理
課

広
報
統
計
係
（
☎
０
８
２
４
‐
73

‐
１
１
５
９
）
ま
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

そ
の
他

県
大
会

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出

場
者
、全
国･

県
レ
ベ

ル
の
大
会
、市
が
共
催

す
る
各
種
大
会
な
ど
の

上
位
入
賞
者
を
掲
載
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

※
学
年
は
大
会
開
催
当
時
で
紹
介

あ
っ
ぱ
れ

庄
原！

ひ
ば
の
里　
　
　
　
　
　
　

年
末
年
始
イ
ベ
ン
ト
情
報

ミ
ニ
門
松
づ
く
り

ミ
ニ
門
松
づ
く
り

　

棚
な
ど
に
置
い
て
飾
れ
る
ミ
ニ

サ
イ
ズ
の
門
松
づ
く
り
体
験
で

す
。

と
き　
12
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰

13
時
～
20
時
30
分

（
受
け
付
け
は
19
時
30
分
ま
で
）

と
こ
ろ　
や
き
も
の
工
房

料
金　
千
円
か
ら
／
基

定
員　
20
組
／
日

年
越
し
そ
ば
の
ふ
る
ま
い

年
越
し
そ
ば
の
ふ
る
ま
い

　

こ
と
し
一
年
間
の
感
謝
の
気
持

ち
を
込
め
て
庄
原
産
の
手
打
ち
そ

ば
を
使
っ
た
年
越
し
そ
ば
を
振
る

舞
い
ま
す
。

と
き　
12
月
30
日
㈭　

15
時
か
ら

（
無
く
な
り
次
第
終
了
）

と
こ
ろ　
さ
と
や
ま
屋
敷　

中
庭

定
員　
先
着
１
０
０
人

新
春
餅
つ
き

新
春
餅
つ
き

　

ひ
ば
の
里
で
収
穫
し
た
も
ち
米

で
餅
つ
き
を
行
い
、
つ
き
た
て
の

餅
を
振
る
舞
い
ま
す
。

と
き　

１
月
２
日
㈰
・
３
日
㈪

15
時
か
ら（
無
く
な
り
次
第
終
了
）

と
こ
ろ　
さ
と
や
ま
屋
敷　

中
庭
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※
日
程
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
影
響
に
よ
り
中
止
・
延
期
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
日
程
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
影
響
に
よ
り
中
止
・
延
期
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

育てる体験・感じる喜び

食育コーナー　  

問児童福祉課 ☎ 0824-73-1192

　総領保育所は、「感謝の気持ちをもって、楽しく美味しく食事
をしよう！」をテーマに食育活動に取り組んでいます。
　今回は、取り組みの一つである野菜の栽培や収穫体験を行う
菜園活動についてご紹介します。
　菜園活動は、園児が育てたい野菜を決め、ひまわり組（年長）
が苗を買いに行くところから始まります。本年は、ひまわり組が
白オクラとオクラ、たんぽぽ組（年中）がピーマンとパプリカ、
つくし組（年少）が枝豆を植え、園児全員でサツマイモも植え
ました。
　野菜の苗は、各組の当番が水やりをして、収穫まで大切に育
てます。サツマイモの収穫では、みんなでつるを引っ張り、土
の中から芋を掘り出します。収穫した芋は、洗って新聞紙に包み、
水で濡らした後、アルミホイルを巻いて石焼き窯で焼き芋にし
ます。この焼き芋をおやつの時間に食べることも子どもたちの楽
しみになっています。

　また収穫した野菜は、給食の食材に使われます。いつもは苦
手な野菜も、自分たちが丹精込めて育てた野菜は格別のようで

「ちょっと苦いけど食べられる」「野菜を食べられるようになった
よ」とうれしそうに話してくれます。
　また、本年は地域の人と、油の原料になるひまわりの栽培も
行いました。種まき・収穫を終え、今後は収穫した種から油を
採取することを楽しみにしています。
　園児は、野菜を育てる難しさや楽しさ、収穫の喜びを通じて、
野菜を作るには、多くの人が関わっていることに気付くことがで
きました。このような経験から野菜を作る人や食材への感謝の
気持ちが育っていると感じています。
　今後も、食べ物の大切さを実感できる場を作っていきたいと
思います。

しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは楽笑座内九日市事務局
　☎ 0824-72-8285 まで
と　き　１月９日㈰　９時～１３時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）

詳しくはＨＰで　http://kunchi-ichi.jp/information.html

１月

▲越さんが作成した看板デザイン案

休日診療のご案内

●東城地域

12月・１月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
　診療日：日曜・祝日・年末年始（12/30 ～ 1/3）
　問診療日　　　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）

広報日記
▶表紙は、ドローンを使って撮影しました。緑に囲ま
れた施設ということが、空からだとよく分かります。
▶丘陵公園のイルミネーションを見に行きました。と
てもきれいだったので、ぜひ行ってみてください。

人の動き （庄原市の人口） 

令和３年10月末現在

[ 住民基本台帳登載人口 ]
人口　３３，４７６人（前年比－８０１人）　
男　　１５，９５８人（前年比－３７３人）　
女　　１７，５１８人（前年比－４２８人）
世帯数　１５，２３５世帯（前年比－１６３世帯）
[ うち外国人 ]　人口　４２８人（前年比＋７人）
[ 各地域の内訳 ]
○庄原地域　１７，２８７人（７，９０１世帯）
○西城地域　　３，１４６人（１，３７７世帯）
○東城地域　　７，１４５人（３，３９６世帯）
○口和地域　　１，８６４人　　（７７１世帯）
○高野地域　　１，５９３人　　（６４４世帯）
○比和地域　　１，２２９人　　（５６２世帯）
○総領地域　　１，２１２人　　（５８４世帯）

￥ 市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
残高確認も忘れないでください。
●収納課　　　　　☎０８２４ ‐ ７３ ‐ １５１１
●下水道課管理係　☎０８２４ ‐ ７３ ‐ １１７５
●水道課管理係　　☎０８２４ ‐ ７３ ‐ １１９７

12月26日（日）三上クリニック ☎08477-2-1151
29日（水）こぶしの里クリニック ☎08477-2-5255
30日（木）日伝医院 ☎08477-2-2180
31日（金）瀬尾医院 ☎08477-2-0023

１月２日（日）こぶしの里クリニック ☎08477-2-5255
３日（月）東城病院 ☎08477-2-2150
９日（日）三上クリニック ☎08477-2-1151
16日（日）瀬尾医院 ☎08477-2-0023

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ （西本町二丁目１番 21 号）

市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる市
民ギャラリーです。
▶森下幸子パッチワーク作品展
とき　１月８日㈯～10日㈪　10時～15時
問庄原市文化協会事務局　☎ 080-6310-0125（桑原）
　商工観光課商工振興係　☎ 0824-73-1178
※展示を希望する団体(または個人)はお申し込みくださ
い。使用料は要りません。

12 月・1 月のイベント情報
▶展示・販売＆イベント
○ゆめさくら歳末感謝祭
　とき　12月 24日㈮～ 26日㈰
※26日は各店舗の豪華景品が当たる大抽選会
○手仕事　里山の干支展（寅）
　とき　12月15日㈬～１月31日㈪

【年末年始の休館日】
休館日　12月31日㈮～１月４日㈫　

☎ 0824-75-4411

♬ ロビーコンサート　  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1189

とき　　12 月 27 日㈪ 12 時 15 分～ 13 時
ところ　庄原市ふれあいセンター　コパリホール
出演者　藤

ふ じ い
井政

ま さ み
美（サックス）

　　　　なかにし隆
たかし

（ピアノ）
　　　　山

やまもと
本優

ゆういちろう
一郎（コントラバス）

　　　　Ｑ
ク イ ー ン

ｕｅｅｎ Ｖ
ヴィー

 （ボーカル）
演奏曲目　冬の庭、マイ・ロマンス、枯葉ほか
▶藤井政美
全国的に演奏活動を行いながら、自身のリーダーア
ルバムやプロデュース作品も多く発表し、ジャズ音
楽の啓蒙活動も行っている。
▶なかにし隆
５歳からピアノを演奏し始め、数多くの国内外の有
名アーティストとレコディーングなどで共演してき
た。以来約 30 年、ピアニスト、ジャズピアノ講師
として活動を続けている。 
▶山本優一郎
幼少からピアノとバイオリンを学び、高校時代に
ロックバンドを結成。以来ジャズ、ラテン、シャン
ソン、演歌とあらゆるジャンルで活躍している。
▶ＱｕｅｅｎＶ
２歳までアメリカで育ち、その後広島へ母と一緒に
帰郷。黒人ハーフシンガーとして、 数多くの場所で
コンサートを行っている。

【ご来場の際のお願い】
　感染予防として、マスクの着用、手指消毒、検温
来場者名および連絡先の記載などのご協力をお願い
します。

時悠館　　　　　　　☎ 0824-72-1159

開館：９時～17 時、 休館：水曜 （祝日開館・翌日休館）・年末年始

郷土学習を通しての願い
　庄原市帝釈峡博物展示施設「時悠館」は、４年前から東城
地域の小・中・高等学校の児童・生徒を対象に、郷土の自然
と歴史を学習してもらう取り組みを行っています。
　今回はその活動の一部を紹介します。
　本年は、10 月26 日～28 日の３日間、東城中学校の「職場体
験学習」を受け入れました。今回、職場体験に参加した生徒は、
東城中２年生の越

こ し

日
ひ よ り

和さんです。
　越さんは、以前から時悠館に関心
を持ち、東城小６年生のとき、時悠
館キャラクターの「鬼子・鬼丸」（右
図）を提案してくれました。
　越さんには、今回の職場体験で時
悠館案内看板の作成に取り組んで
もらいました。
　１日目は館内を見学し構想の取
りまとめ、２日目は学校で看板のレイアウトを作成、最終日
は時悠館で色を付け、説明文を作成し、作業を完了しました。
　案内看板は、赤鬼・青鬼の夫婦と子どもたちという設定で、
帝釈峡で仲良く暮らしている様子を、帝釈峡に伝わる「雄橋」
を題材にした「橋のかけくらべ」という物語をヒントに作成
したものです。３日間の短い期間でしたが、越さんは看板の
テーマをしっかり構成し、最後まで取り組みました。
　時悠館は、これからも多くの子どもたちに学習の機会を提
供し、郷土を知り、誇りを持ってもらう活動に取り組んでい
きます。

　献血を次のとおり実施します。
　400ml 献血限定ですので、皆さんのご協力をお願
いします。

実施日 会　場 受付時間
令和４年

１月７日㈮
庄原市役所

本庁舎
10時～11時15分
12時30分～15時

献血のご案内　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1155
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初の３市町連携イベント開催！
県境鉄道サミット

オリンピック金メダリストによる水泳指導
レベルアップスポーツ教室「水泳教室」

いちばん
づくり課

生涯
学習課

　

11
月
23
日
、
八
鉾
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

で
、
芸
備
線
・
木
次
線
沿
線
の
庄
原
市
・

奥
出
雲
町
・
新
見
市
が
連
携
し
「
県
境
鉄

道
サ
ミ
ッ
ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
「
県
境
鉄
道
サ
ミ
ッ
ト
」
は
、
利

用
促
進
に
向
け
た
機
運
を
高
め
る
と
と
も

に
、
地
域
間
交
流
の
推
進
と
両
線
の
知
名

度
向
上
を
図
り
、
乗
車
人
員
の
増
加
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
に
初
め
て
実
施
し
ま

し
た
。

　

寒
気
の
影
響
で
、
寒
風
の
下
で
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
が
、
地
域
内
外
か
ら
多
く

の
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

体
育
館
で
は
、
沿
線
３
市
町
の
事
例
発

表
と
し
て
、
奥
出
雲
町
で
の
利
用
促
進
事

例
や
、
庄
原
市
、
新
見
市
の
利
用
促
進
の

取
り
組
み
プ
ラ
ン
な
ど
を
紹
介
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
西
城
町
神
楽
愛
好
会
と
西

城
紫
水
高
校
神
楽
部
が
、
見
事
な
神
楽
の

　

10
月
16
日
、
西
城
温
水
プ
ー
ル
水
夢
で
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回

は
、
小
学
生
を
対
象
に
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト
で
あ
り
、
庄
原
市
ス

ポ
ー
ツ
大
使
の
金か

ね
と
う藤
理り

え絵
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、

水
泳
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
最
初
に
開
校
式
が
行
わ
れ
、
金
藤
さ

ん
か
ら
「
楽
し
ん
で
泳
ぐ
こ
と
が
一
番
大
事
だ
け

ど
、
泳
ぐ
と
き
は
泳
ぐ
、
聞
く
と
き
は
聞
く
と
い
っ

た
ル
ー
ル
を
し
っ
か
り
守
り
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
児
童
は
金
藤
さ
ん
と
準
備
体
操
を
行

い
、会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
、練
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

教
室
の
中
で
金
藤
さ
ん
は
「
日
々
努
力
し
、
継

続
し
た
結
果
が
金
メ
ダ
ル
と
い
う
形
に
な
り
ま
し

た
。み
ん
な
も
す
ぐ
に
諦
め
る
の
で
は
な
く
、努
力・

継
続
し
て
ス
ポ
ー
ツ
や
勉
強
に
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

泳
ぎ
方
を
教
わ
っ
た
児
童
は
、
泳
げ
な
か
っ
た

人
が
泳
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
以
前
よ
り
早
く

泳
げ
る
よ
う

に
な
っ
た
り

と
、
実
り
あ

る
１
日
と
な

り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た

児
童
は
「
早

く
泳
げ
る

よ
う
に
も
っ

と
練
習
し
ま

す
」
と
う
れ

し
そ
う
に
話

し
ま
し
た
。

そばの食べ比べを楽しむ参加者 神楽の上演（八重垣の能）

意見交換の様子

金藤さんと練習している様子

舞
を
披
露
し
、
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
て
い

ま
し
た
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、「
そ
ば
」
が
３
市

町
共
通
の
特
産
品
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
の
そ
ば
団
体
か
ら
「
そ
ば
食
べ
比

べ
セ
ッ
ト
」
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
各
地
の
特
産
品
も
販
売
さ
れ
、
多
く

の
人
が
秋
の
一
日
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

市
は
今
後
も
引
き
続
き
、
芸
備
線
・
木

次
線
で
つ
な
が
る
関
係
市
町
や
団
体
と
連

携
し
、
利
用
促
進
策
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。


